
位置図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 １　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

1/5000

位 置 図
S=1/5000
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府道二尾木幡線

府道二尾木幡線



養老橋　橋梁一般図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 ２　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

S=1:100

養老橋　橋梁一般図

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

 各部位の詳細寸法は工種ごとの図面に表す。

注記)

上 部 工 断 面 図

平 面 図

至 木幡 至 二尾

※舗装厚の( )値はA2橋台上流側での調査結果による。

A1

A1橋台

A2橋台

側 面 図

A1

A2

i=4.2%

志
津
川

F

M

A2

下 部 工 正 面 図 

i=2.0%

H.W.L

橋梁諸元

施設名 路線名 所在地 架設年次 橋長（ｍ） 幅員（ｍ） 路下条件

養老橋
市道 京都府宇治市 1986年

14.5
全幅員  8.4

炭山38号線 炭山養老63番地の1先 （昭和61年） 有効幅員7.6
志津川

8350

7550 400400

※As舗装 t=50～138mm (実測値70mm)

20
0

85
0

10000

8
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6
5
0 85

0
30
0

10000

85
0
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0
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30
0

9450

上水道管

83
5
0
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5
0
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°
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4
0
0

4
0
0

34

14516

14448 34

400

橋 長 14516

34(30)桁 長 1444834(30)

400



養老橋　補修一般図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 ３　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

S=1:100

養老橋　補修一般図

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

注記)

上 部 工 断 面 図

側 面 図

平 面 図

A1 A2

至 二尾

至 木幡

i=4.3%

A1

280
0

補修項目
工　　　　種

断面修復工

内　　　　容

左官工法

ひびわれ補修工 低圧注入工法

橋面防水工 塗膜系防水層(As加熱型)

舗装打替工 橋梁舗装全面

水切り設置工 ウォーターカッター同等品(両側)

防護柵部分取替工 ビーム部分取替

区画線復旧工 復旧(溶融式区画線)

伸縮装置設置工

伸縮装置設置工

舗装打替工
橋面防水工
区画線復旧工

水切り設置工

A2水抜きパイプ設置工

水抜きパイプ設置工 水抜きパイプ(スラブドレーン):1箇所

舗装打替工、橋面防水工

区画線復旧工(橋面部、伸縮部)

防護柵部分取替工

水切り設置工(両側)

志
津
川

表面鋼製ゴムジョイント

8350

7550400 400

橋 長 14520

桁 長 1445035(30)

断面修復工、ひびわれ補修工
断面修復工

9450

4
00

4
0
0

8
3
50

7
5
50

62
°
5′

14450

14520

35(30)35(30)

伸縮装置設置工

35(30)

水抜きパイプ設置工

水切り設置工

防護柵部分取替工



養老橋　断面修復工図(その1)

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 ４　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

S=1:100

養老橋　断面修復工図(その1)

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

注記)

H1
810mm×350mm×10mm

H2
590mm×480mm×10mm

H3

720mm×690mm×10mm
H4

740mm×770mm×10mm

H5
600mm×600mm×10mm

H6
870mm×1100mm×10mm

桁 下

C1
W=0.15  L=1150

C18～C24
W=0.15  L=1600,L=1300,L=1250,L=3300

C25～C32
W=0.15  L=2600,L=1200,L=750,L=3200

  L=610,L=300,L=650,L=950

C33～C40
W=0.15  L=710,L=830,L=920,L=660,L=420

  L=810×2,L=950,L=650
C15～C17
W=0.15  L=800,L=900,L=1500

L=730,L=950,L=630

C41
W=0.3  L=300  2箇所

C2～C5
W=0.15  L=2500,L=2700×2箇所

L=2300,L=2900

C6～C14

W=0.15  L=1500,L=3200,L=1350,L=2050×2箇所,L=680
  L=1650,L=2800,L=650,L=600×2箇所

損傷位置 記号 損傷部材

ひびわれ補修工(上部工) 数量表

幅(mm) 長さ(m)

ひびわれ
備  考ヶ所数

注入工

延長(m)

<床版>

上部工

10.15 1.15

C2

主桁

12.50〃

2〃 2.70

1〃 2.30

1

1〃

〃 2.90

1.50

1〃 3.20

11.35

22.05〃

1〃 0.68

〃

11.65

12.80〃

1〃 0.65

〃

C1

C3

C4

C5

C6

C7

修復寸法(m)
損傷位置 記号 損傷項目損傷部材 備  考

幅×長さ×深さ (m2) (m3)

断面修復工 数量表
面積 体積

ヶ所数

0.81×0.35×0.01 0.284 0.00281

2.951 0.0295桁下面＜床版＞ 計

主桁 豆板

<床版>

桁下面

※修復深さについては、上部工(鉄筋防錆なし)：損傷図の深さとする。

〃〃 0.283 0.004510.59×0.48×0.01

H3

H4

〃〃 0.570 0.005710.74×0.77×0.01

〃〃 0.500 0.005010.72×0.69×0.01

〃〃 0.360 0.003610.60×0.60×0.01

〃〃 0.957 0.009610.87×1.10×0.01

C8

C9

C10

C11

C12

C13

2〃 0.60

1〃 0.80

10.90

11.50〃

1〃 1.60

〃

11.30

11.25〃

1〃 3.30

〃

C14

C15

C16

C17

C18

C19

C20

C21

1〃 0.73

1〃 0.95

10.63

12.60〃

1〃 1.20

〃

10.75

13.20〃

1〃 0.61

〃

C22

C23

C24

C25

C26

C27

C28

C29

1〃 0.30

1〃 0.65

10.95

10.71〃

1〃 0.83

〃

10.92

10.66〃

1〃 0.42

〃

C30

C31

C32

C33

C34

C35

C36

C37

20.81〃

1〃 0.95

C38

C39

上部工＜床版＞ 計 61.96

H2

H1

H5

H6

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

10.65〃

20.3〃 0.30

C40

C41

〃

〃

1.15

2.50

5.40

2.30

2.90

1.50

3.20

1.35

4.10

0.68

1.65

2.80

0.65

1.20

0.80

0.90

1.50

1.60

1.30

1.25

3.30

0.73

0.95

0.63

2.60

1.20

0.75

3.20

0.61

0.30

0.65

0.95

0.71

0.83

0.92

0.66

0.42

1.62

0.95

0.65

0.60

ひびわれ補修工詳細図

樹脂注入口

注入座金

ひびわれ

低圧注入工法

(0.15～1.0mm)

エポキシ樹脂注入材充填（２種）

施工手順

補修箇所調査

断 面 修 復 工

コンクリートカッター

プライマー塗布

脆弱部除去

(はつり工)

深
さ

D

コンクリートのはつりは、損傷部を囲む長方形の範囲に対して※

深さ10mm程度コンクリートカッターにより切込みを入れる。 断面修復材充填

養　生
※補修深さ:D

剥離：補修図の深さ(10mm未満は最少10mmとする)

既設コンクリート

断面修復材

(ポリマーセメントモルタル)

コンクリートカッター

t=10mm

プライマー塗布

(鉄筋防錆なし)

左官工法詳細図

A2

（BLインジェクター同等以上）

（BLグラウト同等以上）

低圧注入器＠250



養老橋　断面修復工図(その2)

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 ５　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

S=1:100

養老橋　断面修復工図(その2)

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

注記)

A2橋台

A1
A2

橋　面

下 部 工

C1～C6

W=0.3 L=300, W=0.25 L=300,L=400　H1

50mm×50mm×10mm(3箇所)

H2

50mm×10mm×10mm

H3,H4

30mm×30mm×5mm

40mm×30mm×5mm

W=0.2 L=500, W=0.15 L=450,L=600　

H1
70mm×200mm×30mm

K1
100mm×200mm×100mm

ひびわれ補修工詳細図

樹脂注入口

注入座金

ひびわれ

低圧注入工法
(0.15～1.0mm)

エポキシ樹脂注入材充填（２種）

施工手順

補修箇所調査

断 面 修 復 工

コンクリートカッター

プライマー塗布

脆弱部除去

(はつり工)

深
さ

D

コンクリートのはつりは、損傷部を囲む長方形の範囲に対して※

深さ10mm程度コンクリートカッターにより切込みを入れる。
断面修復材充填

養　生
※補修深さ:D

剥離：補修図の深さ(10mm未満は最少10mmとする)

既設コンクリート

断面修復材

(ポリマーセメントモルタル)

コンクリートカッター

t=10mm

プライマー塗布

(鉄筋防錆なし)

左官工法詳細図

修復寸法(m)
損傷位置 記号 損傷項目損傷部材 備  考

幅×長さ×深さ (m2) (m3)

断面修復工 数量表
面積 体積

ヶ所数

0.07×0.20×0.03 0.014 0.00041

0.045 0.0028

主 桁 剥 離 
橋 面

欠 損地 覆 0.020 0.002010.10×0.20×0.10

H1

H2

躯 体 0.008 0.000130.05×0.05×0.01

〃〃 0.001 0.000110.05×0.01×0.01

〃〃 0.001 0.000110.03×0.03×0.01

〃〃 0.001 0.000110.04×0.03×0.01

K1

H1

H3

H4

橋 台

剥 離 

損傷位置 記号 損傷部材

ひびわれ補修工(下部工) 数量表

幅(mm) 長さ(m)

ひびわれ
備  考ヶ所数

注入工

延長(m)

<橋台>

下部工

10.3 0.30

C2

躯 体

10.30〃

1〃 0.40

1〃 0.50

1

1〃

〃 0.45

0.60

C1

C3

C4

C5

C6

下部工 計 2.55

0.25

0.2

0.15

〃

〃

0.30

0.30

0.40

0.50

0.45

0.60（BLインジェクター同等以上）

（BLグラウト同等以上）

低圧注入器＠250



養老橋　舗装打換え工・区画線工図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 ６　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

図示

養老橋　舗装打換え工・区画線復旧工図

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

注記)

上 部 工 断 面 図橋 面 図(舗装打換え工)

※舗装厚の( )値はA2橋台上流側での調査結果による。

A1

志
津
川

A2

8
5
0

2
0
0i=2.0%

7550400 400

8350

※※As舗装 t=50～138mm(70mm)

防水層標準図(参考図)

(カチコートＲ同等以上)

プライマー

(セロシールSS-B同等以上)

防  水  材

珪  砂（4号）

アスファルト舗装

既設コンクリート床版

※As舗装 t=50～138mm

舗装構成図

＜現況＞ ＜計画＞

※
6
0

既設RC床版

50
～
1
3
8

表層(改質Ⅱ型 密粒度20)

t=60mm(平均)

塗膜系防水層(As加熱型)

 L=14.1m

A1

志
津
川

A2

L=16.5m(15cm換算)

橋 面 図(区画線復旧工)

舗装打換え工
橋面防水工  A=106.5m2

 L=14.1m

地覆

成型目地材 

床版防水用端末処理材

低弾性　W=35ｍｍ、t=5mm

塗膜系防水層(As加熱型)

アスファルト舗装

地覆端部詳細図

L=5.00×2=10.0m

中央線(15cm 破線)

外側線(15cm 実線)

L=15.45m(15cm 実線)

L=15.00m(15cm 実線)

L=15.45+15.00=30.5m

すべり止め(30cm 破線)

L=1.00×16=16.0m

路面標示(横断歩道あり)

L=16.5m(15cm換算)

区画線数量(復旧)

40
0

4
0
0

83
5
0

75
5
0

1
50

30
015

00

5000

1
5
0

1000

3
00

150

5000

 成型目地材、端部処理材

8
35
0

7
55
0

40
0

4
00

 成型目地材、端部処理材

S=1:200

S=1:200

S=1:50

14108

L=19.8m(所要材料換算長)

(シルバーメッシュテープ同等以上)

(フレッシュコート同等以上)

As防水用プライマー

(カチコートRX同等以上)

アスファルト舗装用

(ｾﾛｼｰﾙSS同等以上)



養老橋　水切り設置工・水抜きパイプ設置工図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 ７　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

図示

養老橋　水切り設置工・水抜きパイプ設置工図

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

注記)

養老橋　水切り設置工・水抜きパイプ設置工図 S=1:100

平 面 図

A1

志
津
川

A2

　　※コンクリート削孔にあたっては、既設鉄筋を切断

　　　しないよう鉄筋探査を行うこと。

スラブドレーン詳細図

S=1:10

100 400

φ100コア抜き

φ50コア抜き

8
50

50
8
03

30
2
0

50
6
0

1
3
0

60
1
2
3

φ42.7

φ34

排水管（ｽﾗﾌﾞﾄﾞﾚｰﾝ）

(直管（既設用）、標-9同等以上)

エポキシ樹脂注入（1種）

導水パイプ取付
(樹脂ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞφ25)

1
30

6
0

13
0

60

水抜きパイプ(スラブドレーン)

A1

800

S=1:20

28
0

900 導水パイプ取付 L=1200

(樹脂ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞφ25)

断 面 図

側 面 図
水切り材詳細図

水切り材(EPDM系ゴム)

S=1:1

25

2
0

後施工型水切り工図

S=1:2

接着剤

後施工型水切り工
(25×20×1000、ｳｫｰﾀｰｶｯﾀｰ同等以上)

25

30

断 面 図

サドルバンド 15A

14108

75
5
0

83
5
0

4
0
0

4
0
0 1130

800 1
00

水切り設置工(桁下) L=12.7m

12705

800 800

17.5

水切り設置工(桁下) L=12.7m

12705

備  考施工箇所
(ｍ)

延長
ヶ所数

上流側 12.71

25.4計

12.71

水切り工 数量表

下流側

（コニシE2601同等以上）



養老橋　伸縮装置取替工図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 ８　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

図示

養老橋　伸縮装置取替工図

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

注記)

シール材充填図 S = 1:2

断   面   図 S = 1:50

平   面   図 S = 1:50

伸 縮 装 置 断 面 図 S = 1:5

m

m31.154m30.577m30.577超速硬コンクリート

リッター1.40リッター0.70リッター0.70シリコン系シール材

車道用m8.545

備  考合計数量Ａ２数量Ａ１数量材  質名        称

地覆部

コンクリートアンカー D16用 136 本 本136 本272

注）伸縮装置長さは、現地測量後決定する事。

17.090

伸 縮 装 置 材 料 表 

SD345 弾性シール材

SS400 合成ゴム
ブロフジョイントCDx型-20用

m m mバックアップ材 1.166 1.166 2.332

注）既設伸縮装置の後打ちコンクリートは撤去する事。

注）カッター幅及びはつり深さは、現地確認の上、決定の事。

注）コンクリートアンカーは、翼鉄筋ピッチに沿って配置の事。

通し筋 SD345 本4 本4 本8 D16x8545

バックアップ材

2
0

30

シール材

プライマー塗布

位   置   図 S = 1:200

1 1 2

現場接合部詳細

ブロフジョイントＣＤｘ型

※現場接合部は、パッキンに接着剤を塗布し接合すること。

　また、指定範囲に溶接を施すこと。

CDx型用(20用・車道用)接着剤 セット セット セット

G

90°

G

90°

250 76～96 250

907
5

4
0
.5

D
1
9

80 15080150

型

枠

材

弾性シール材 51 25 20

～

5

通し筋 D16

現場接合

ctc.250

コンクリートアンカー D16用

ctc.250

コンクリートアンカー D16用

350

桁側

400

橋台側

30

超速硬コンクリート

ブロフジョイントCDx型-20同等以上

車道部

90

34
橋 長 14516

34桁長14448

7550400 400

8350

シール材 シール材

F

A1 A2

M

62
°
5′

13
0

1
30

8545

427
3

427
2

854
5

シール材

シール材

現場接合部
62°5′

62°5′

62°
5′

453

453

m8.545

志
津
川

至 二尾 至 木幡

翼鉄筋

780

62
°
5′

453

453

　　※コンクリートアンカーの施工にあたっては、既設鉄筋を

　　　損傷しないよう鉄筋探査を行うこと。

（453+130）*2＝1.166

24N/㎜2以上

24N/㎜2以上



養老橋　防護柵部分取替工図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 ９　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

S=1:100

養老橋　防護柵部分取替工図

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

注記)

7
5
50

平 面 図
A1

志
津
川

A2

ビーム取替 L=4330×2枚

防護柵部材取替位置

平 面 図

防護柵詳細図

側 面 図

防護柵取替部材（C種）

部材

ビーム

規格

L=4.33m

単位 数量 備考

枚 　2

ビーム取替 L=4330×2個

500 1910 2000 2000 2000 2000 2000 1910 500

4330 4330

9450

14448
14516

3434

4
00

4
00

8
3
50

14820

2.3×350×4330

部材取替工 L=8m



養老橋　仮設工図(参考図)

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 １０　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

S=1:100

養老橋　仮設工図(参考図)

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

注記)

断 面 図
側 面 図

平 面 図

A1 A2

至 二尾

至 木幡

i=4.3%

A1 A2

H.W.L

9450

9900

40
0

75
5
0

83
5
0

単管足場 A=116.23m2

40
0

添架物 φ114

7550

8350

400400

350

桁 長 14450

橋 長 14520

35(30)35(30)

1500

2
8
00

2
80
0

H.W.L

1500

単管足場設置　L=9900

単管足場

シート張

足場板

河床

河床

固定用チェーン

1
00
0
程
度



堂ノ元橋　橋梁一般図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 １１　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

S=1:100

堂ノ元橋　橋梁一般図

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

 各部位の詳細寸法は工種ごとの図面に表す。

注記)

橋梁諸元

施設名 路線名 所在地 架設年次 橋長（ｍ） 幅員（ｍ） 路下条件

堂ノ元橋
市道 京都府宇治市 1986年

10.5
全幅員  7.9

炭山37号線 炭山堂ノ元12番地先 （昭和61年） 有効幅員7.1
志津川

上 部 工 断 面 図

側 面 図

平 面 図

志
津
川

A1 A2

M F

400
7850
7050400

As舗装 t=50～73mm

1
2
0

6
5
0

1
2
0

伸縮装置(既設)

150
150

支間長　9851
桁長10449
橋長10516

299
34(30)

299
34(30)

H.W.L

7
85
0

7
05
0

34

10516

10449

64°
37′

34

44
3

78
0386
89

44
3

150

150 30

40
0

4
00

A2A1

至 二尾至 木幡



堂ノ元橋　補修一般図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 １２　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

S=1:100

堂ノ元橋　補修一般図

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

 各部位の詳細寸法は工種ごとの図面に表す。

注記)

上 部 工 断 面 図

側 面 図

平 面 図

志
津
川

A1 A2

M F

400
7850
7050400

As舗装 t=50～73mm

12
0

65
0

1
20

伸縮装置(既設)

150
150

支間長　9851
桁長10449
橋長10516

299
34(30)

299
34(30)

H.W.L

78
50

70
50

34

10516

10449

64°
37′

34

44
3

78
0386
89

44
3

150

150 30

4
00

40
0

A2A1

至 二尾至 木幡

補修項目
工　　　　種 内　　　　容

伸縮装置設置工 表面鋼製ゴムジョイント

伸縮装置設置工

伸縮装置設置工



堂ノ元橋　伸縮装置設置工図

工 事 名

工 事 番 号

施 工 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号 １３　／　１３

年 　 度 令和7年度

養老橋ほか長寿命化修繕工事

保維7-1

京都府宇治市炭山養老　地内ほか

図示

堂ノ元橋　伸縮装置設置工図

・この図面は、現地寸法計測結果と竣工図に基づき

作成したものである。

・既設構造物寸法・形状は、再計測・再確認を実施

 し、工事に反映させること。

注記)

シール材充填図 S=1:2

断　面　図 S=1:50

平　面　図 S=1:50

伸 縮 装 置 断 面 図 S=1:5

m

m31.054m30.527m30.527超速硬コンクリート

リッター1.36リッター0.68リッター0.68シリコン系シール材

車道用m7.803

備  考合計数量Ａ２数量Ａ１数量材  質名        称

地覆部

コンクリートアンカー D16用 124 本 本124 本248

注）伸縮装置長さは、現地測量後決定する事。

15.606

伸 縮 装 置 材 料 表 

SD345 弾性シール材

SS400 合成ゴム
ブロフジョイントCDx型-20用

m m mバックアップ材 1.126 1.126 2.252

注）既設伸縮装置の後打ちコンクリートは撤去する事。

注）カッター幅及びはつり深さは、現地確認の上、決定の事。

注）コンクリートアンカーは、翼鉄筋ピッチに沿って配置の事。

通し筋 SD345 本4 本4 本8 D16x7803

バックアップ材

2
0

30

シール材

プライマー塗布

1 1 2

現場接合部詳細

ブロフジョイントＣＤｘ型

CDx型用(20用・車道用)接着剤 セット セット セット

G

90°

G

90°

250 76～96 250

9
075

4
0.
5

D
19

80 15080150

型

枠

材

弾性シール材 51 25 20

～

5

通し筋 D16

現場接合

ctc.250

コンクリートアンカー D16用

ctc.250

コンクリートアンカー D16用

350

桁側

400

橋台側

30

超速硬コンクリート

ブロフジョイントCDx型-20用

車道部

9
0

桁長10449 3434
橋長10516

78
03

44
3

44
3

M

A1 A2

F

400 7050 400

7850

1
20

1
20

シール材 シール材

3901

3902

64
°
36
′
51
″

3525 3525

443

443

7803

シール材

シール材

位   置   図 S=1:200

現場接合部

※現場接合部は、パッキンに接着剤を塗布し接合すること。

　また、指定範囲に溶接を施すこと。

m7.803

65
°

65°

780

翼鉄筋

64°
36′

51″

64°
36′

51″

86
89

　　※コンクリートアンカーの施工にあたっては、既設鉄筋を

　　　損傷しないよう鉄筋探査を行うこと。

志
津
川

至 二尾 至 木幡

24N/㎜2以上

24N/㎜2以上


